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小林　久 議員

問　

旧
要
小
学
校
跡
地
の
進
め
方
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

市
長　
一
部
耐
震
性
が
あ
る
校
舎

も
あ
り
ま
す
が
、
大
部
分
は
老
朽
化
と

耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

学
校
敷
地
の
約
１
／
３
が
借
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。
施
設
は
解
体
撤
去
し
、
土

地
等
は
所
有
者
に
返
還
し
た
後
、
地
域

住
民
の
理
解
醸
成
を
図
っ
た
上
で
、
売

却
ま
た
は
貸
付
処
分
す
る
計
画
で
す
。

今
後
、
年
次
計
画
を
策
定
し
計
画
的
に

解
体
作
業
を
行
う
と
と
も
に
、
耐
震
性

の
あ
る
校
舎
は
、
市
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
有
効
活
用
を
進
め
ま
す
。

答　

総
務
部
長　

昭
和
63
年
度
に
延
べ

床
面
積
４
５
７
平
米
の
校
舎
を
増
築
し

ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
耐
震
性
を
有
し

て
い
ま
す
。
跡
地
等
利
活
用
実
施
計
画

で
は
建
物
を
解
体
撤
去
後
に
借
地
を
返

還
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
耐

問　

獣
害
対
応
策
予
算
と
今
後
の
考

え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

市
長　

平
成
29
年
度
予
算
編
成

に
当
た
り
、
獣
害
対
応
策
と
道
路
維
持

に
係
る
事
業
は
重
要
施
策
と
捉
え
て
い

ま
す
。
特
に
獣
害
対
応
は
、
イ
ノ
シ
シ

な
ど
の
目
撃
情
報
も
広
域
化
し
て
お
り
、

県
政
要
望
や
国
・
県
等
の
補
助
事
業
を

積
極
的
に
活
用
し
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

問　

道
路
維
持
費
及
び
高
速
道
路
開

通
に
伴
う
維
持
費
に
対
す
る
考
え
方
に

つ
い
て

答　

総
務
部
長　

高
速
道
路
開
通
に
伴

う
維
持
経
費
は
、
横
断
跨
道
橋
12
橋
、

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
25
基
、
機
能
補
償

道
路
10.3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
成
後
、
市

の
管
理
区
分
と
な
る
予
定
で
、
管
理
に

係
る
経
費
は
莫
大
な
費
用
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
、
国
・

県
へ
の
要
望
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

経
費
産
出
な
ど
早
期
に
情
報
収
集
を
行

い
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

●
ハ
イ
ウ
エ
イ
オ
ア
シ
ス
に
つ
い
て

兵
庫
県
淡
路
ハ
イ
ウ
エ
イ
オ
ア
シ
ス

�　

平
成
10
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
当

初
は
４
０
０
万
人
が
訪
れ
た
が
、
現

在
は
１
７
０
～
２
０
０
万
人
で
推
移
、

経
営
改
善
を
図
り
な
が
ら
集
客
を
増

や
す
努
力
を
し
て
い
る
。
現
在
進
め

ら
れ
て
い
る
行
方
市
を
通
る
東
関
道

水
戸
線
に
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
一
体

と
な
っ
た
も
の
と
し
て
取
り
組
む
の

に
は
、
国
・
県
・
市
・
民
間
と
十
分

な
検
討
を
図
り
、
接
続
道
路
周
辺
も

含
め
た
、
そ
の
エ
リ
ア
で
構
想
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

●
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

◦
淡
路
市
役
所

　

平
成
17
年
４
月
に
５
町
が
合
併
し
、

淡
路
市
が
誕
生
。
リ
ー
ス
契
約
の
プ

レ
ハ
ブ
工
法
、
鉄
骨
造
３
Ｆ
の
仮
設
庁

舎
と
し
て
開
庁
。
そ
の
後
、
総
合
事

務
所
方
式
か
ら
、
本
庁
に
集
約
化
を

進
め
た
結
果
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
が
足
り

な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
東
南
海
、
南

海
地
震
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
津

波
へ
の
対
応
や
避
難
場
所
が
な
い
こ
と

か
ら
、
庁
舎
の
増
設
を
計
画
し
た
。

◦
洲
本
市
役
所

　

平
成
18
年
２
月
に
合
併
。
老
朽
化

学
校
跡
地
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
予
算
に
つ
い
て

震
性
の
あ
る
施
設
は
、
新
た
な
利
活
用

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

や
耐
震
上
の
問
題
、
行
政
窓
口
の
分

散
、
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

市
民
も
参
画
し
た
「
洲
本
市
新
庁
舎

整
備
等
基
本
計
画
」
を
策
定
。
平
成

27
年
３
月
新
庁
舎
工
事
発
注
、
平
成

29
年
11
月
に
完
成
予
定
。

　

淡
路
市
、
洲
本
市
の
庁
舎
建
設
は
、

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
手
法
に
よ
り
進

め
ら
れ
た
件
を
視
察
で
き
、
非
常
に

参
考
に
な
っ
た
。
淡
路
市
庁
舎
は
、

仮
設
庁
舎
と
し
て
建
設
さ
れ
た
本
庁

舎
１
号
館
が
、
プ
レ
ハ
ブ
工
法
に
よ

る
庁
舎
だ
が
、
10
年
経
過
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、外
観
上
、機
能
上
、

庁
舎
機
能
と
し
て
は
十
分
対
応
で
き

て
い
た
。
今
後
、
本
市
の
公
共
施
設

等
総
合
管
理
実
施
計
画
に
お
い
て
も
、

庁
舎
等
管
理
計
画
の
参
考
に
な
る
も

の
と
思
う
。

行政視察の結果を報告いたします
《総務委員会》　委員長　栗原　繁　　　７月 14 ～ 15 日

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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●
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
つ
い
て
（
南
九
州
市
役
所
）

　

地
元
の
農
家
グ
ル
ー
プ
が
６
年
前
に
始
め

た
も
の
で
あ
り
、
現
在
で
は
農
事
組
合
法
人

と
な
り
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
実
行
委
員
会
の

主
体
と
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
方
々
に
協
力

を
求
め
、
田
植
え
や
稲
刈
り
の
体
験
を
通
し

て
農
業
・
農
村
へ
の
理
解
、
食
の
大
切
さ
を

実
感
で
き
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
観
光
に
よ
る
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

も
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

●
観
光
振
興
に
つ
い
て
（
指
宿
市
役
所
）

　

観
光
客
は
昭
和
48
年
前
後
の
１
３
０
万

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
九
州

新
幹
線
な
ど
の
交
通
網
の
発
達
に
よ
り
宿

泊
客
は
減
少
を
続
け
た
が
、
近
年
は
台
湾
、

香
港
へ
の
鹿
児
島
空
港
か
ら
の
定
期
便
就

航
に
よ
り
観
光
客
が
増
加
し
た
。

　

観
光
振
興
策
は
、
現
状
把
握
、
分
析
を
も

と
に
し
た
観
光
宣
伝
や
、
霧
島
、
屋
久
島
等

と
の
広
域
連
携
に
よ
る
周
遊
ル
ー
ト
・
広
域

観
光
ル
ー
ト
の
創
出
な
ど
、
魅
力
ア
ッ
プ
を

図
る
施
設
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

　

観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の
手
法
、
広

域
連
携
に
よ
る
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
創
出

等
、
本
市
と
し
て
も
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
る
た
め
参
考
と
な
っ
た
。

●
高
速
道
路
付
近
の
市
道
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
（
曽
於
市
役
所
）

　

高
速
道
路
開
通
後
、
市
の
管
理
と
な
っ

た
機
能
補
償
道
路
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
費
用
も
相
当
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と

推
察
さ
れ
た
。

　

行
方
市
に
お
い
て
は
、
横
断
跨
道
橋
12

橋
・
横
断
函
渠
25
基
・
機
能
補
償
道
路
10
．

３
㎞
が
、
完
成
後
市
の
管
理
に
な
る
予
定

で
あ
り
、
維
持
管
理
費
に
対
す
る
補
助
事

業
の
検
討
を
国
へ
要
望
す
る
な
ど
の
行
動

取
っ
て
行
く
必
要
性
を
感
じ
た
。

●
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て（
都
城
市
役
所
）

　

近
年
、
中
山
間
地
域
を
中
心
に
、
サ
ル
、

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
が
急
増
し
て
お
り
、

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
捕
獲
数
が

増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
作
物

へ
の
被
害
額
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
本
市

と
同
様
で
あ
る
。「
都
城
市
有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
協
議
会
」
で
は
、
猟
友
会
を
母
体
と

し
た
25
班
、
２
９
１
名
の
捕
獲
班
を
編
成

し
、
捕
獲
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
集
落
単

位
で
の
研
修
会
や
座
学
を
開
催
し
、
電
気

柵
や
金
網
防
護
柵
設
置
な
ど
自
己
防
衛
の

意
識
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
る
。

《経済建設委員会》　委員長　小林　久　　　８月２～４日

●
先
進
的
な
子
育
て
支
援
施
策
に
つ

い
て
（
西
宮
市
役
所
）

　

市
内
に
多
く
あ
る
大
学
と
連
携
す

る
と
と
も
に
地
域
で
の
子
育
て
支
援

の
拠
点
（
こ
そ
だ
て
広
場
）
の
充
実

を
進
め
て
い
る
。

　

子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ

い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
就
学
前
の
子

ど
も
ま
で
、
健
康
や
子
育
て
に
関
す

る
支
援
制
度
や
相
談
窓
口
、
保
育
所
・

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
や
子
育
て

支
援
施
設
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
情
報

を
提
供
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行

に
伴
い
創
設
さ
れ
た
「
利
用
者
支
援

事
業
」
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

後
は
、
特
定
型
と
母
子
保
健
型
を
統

合
し
た
形
で
の
切
れ
目
の
な
い
子
育

て
支
援
を
検
討
中
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
西
宮
市
で
は
連
携
可
能
の
大
学

が
あ
る
な
ど
の
恵
ま
れ
た
環
境
も
あ

る
が
、
行
政
全
体
が
子
育
て
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
父
子
手
帳
」

や
「
子
育
て
便
利
マ
ッ
プ
」
な
ど
は

予
算
も
少
な
く
容
易
に
導
入
で
き
る

事
業
が
あ
る
な
ど
示
唆
に
富
ん
だ
研

修
と
な
っ
た
。

●
小
中
一
貫
教
育
や
特
色
あ
る
教
育

活
動
に
つ
い
て
（
池
田
市
役
所
）

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
分
離
・
連

携
型
の
小
中
一
貫
教
育
を
す
べ
て
の

学
園
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
各
学
園

に
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
、

学
園
内
の
連
携
を
円
滑
に
す
る
た
め
、

小
学
校
を
毎
週
訪
問
し
て
、
小
学
校
と

中
学
校
を
つ
な
ぐ
活
動
を
し
て
い
る
。

　

特
色
あ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
国
の

教
育
特
区
の
認
定
を
受
け
、
平
成
16
年

度
か
ら
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

小
学
校
１
～
６
年
生
ま
で
「
英
語
活
動
」

を
週
に
１
時
間
、
中
学
校
で
も
選
択
履

修
の
時
間
を
活
用
し
て
「
英
語
活
動
」

を
週
に
１
時
間
実
施
し
て
い
る
。
小
中
一

貫
教
育
は
、
現
行
の
６・３
制
で
は
、
い

じ
め
や
不
登
校
が
中
学
１
年
生
で
増
加

す
る
な
ど
、
教
育
上
の
様
々
な
課
題
と

の
関
係
が
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
取
組

み
に
よ
り
、
学
力
向
上
や
中
一
ギ
ャ
ッ
プ

が
緩
和
さ
れ
る
な
ど
報
告
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
小
中
一
貫
教
育
学
校
の
制

度
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
は
重
要
と

考
察
で
き
る
。

《教育厚生委員会》　委員長　宮内　正　　　７月 26 ～ 27 日

　委員会では、付託された議案等の審査や所管する事項の諸問題について調査を行っています。


